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北海道看護協会 釧路支部

支部長 井上 操

会員の皆さまにおかれましては、ますますご活躍のこととお慶び申し上げま

す。

日頃より釧路支部の事業にご理解、ご協力をいただきありがとうございます。

コロナ禍で支部長を引き受け、今年で２年目になります。いつか対面で研修

会や交流会をできることを期待しながら、オンラインなどを活用し少しずつ活

動を再開してきました。

令和４年度の活動も残り半年となりましたが、釧路支部の活動についてご紹

介いたします。
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発行日令和4年10月

釧路支部会員数

（令和4年9月）

保健師 92名

助産師 43名

看護師 1784名

准看護師 56名

総数 1975名

１．看護の日の行事と１日看護体験

将来の看護師を確保するために重要な事業です。若者のコロナ感染者が多

く、直接ふれ合うことが難しい状況です。そのため看護の日の行事では中学

生を対象にYouTubeを活用した看護職の紹介をしています。若者に伝える

方法やPRについて勉強しながら取り組みましたが視聴数が伸び悩み、次年

度の課題となっています。

２．支部担当研修「災害看護」研修会（９月10日）

７月に発表された巨大地震津波による被害想定に驚かれた方も多かったの

ではないでしょうか。釧路市は人口の半分以上の８万４０００人の犠牲者の

予測です。災害時における看護職の役割について一緒に考えてみませんか。

３．看護研究合同発表会

昨年に続き、オンラインで開催します。演題数が限られますが、昨年は活

発な意見交換が行われ有意義な発表会になりました。どうぞお気軽に参加し

てください。

この２年間でオンラインのメリットを感じることが多くありました。コロ

ナ終息後もオンラインの活用は続くと思われます。多くの会員が参加できる

よう役員一同、学びながら取り組んでおります。

会員の皆様のご参加をお待ちしております。



令和4年度北海道看護協会 釧路支部委員

支部役割 氏 名 所属施設 部署または役職

支部長 井上 操 釧路赤十字病院 看護部長

第1副支部長 高﨑 直子 釧路労災病院 地域医療連携室

第2副支部長 壁谷 浩生 釧路保健所 健康推進課長

第1書記 百目木 幸恵 釧路孝仁会記念病院 ICU課長

第2書記 木村 瑞恵 釧路赤十字病院 看護部 看護師長

第1会計 宮林 睦 釧路三慈会病院 ICU主任

第2会計 藤澤 国雄 釧路協立病院 3病棟 看護師長

教育委員長 神田 みゆき 釧路労災病院
緩和ケア病棟
看護師長

保健師職能委員長 油谷 亜鶴佐 標茶町役場 保健福祉課

助産師職能委員長 齋藤 千波 釧路赤十字病院 4A病棟

看護師職能委員長 村元 祐子 釧路労災病院 中央手術室看護師長

働き続けられる職場
づくり推進委員長

川野 みのり 市立釧路総合病院 皮膚科外来 専門員

推薦委員長 金澤 尚子 釧路赤十字病院 看護副部長



北海道看護協会 釧路支部 委員会紹介

標茶町役場 油谷 亜鶴佐

保健師職能委員会

保健師職能委員会は、委員長、書記2名、会計2名の5名で構

成され、2年任期で活動しています。

この3年間は、新型コロナウイルス感染症の拡大により、普段

の業務は新たな感染症対策に多くの時間を割かれ、委員会活動

も中止や実施方法の変更など、思うように展開できない状況が

続いていました。世の中はこれまでの社会活動に戻りつつも、収まらない流行の波を受け、従来

の委員会活動にはほど遠い状況ではありますが、地域で活動する保健師動詞の横のつながりを持つ

貴重な機会として、この活動を活かしていきたいと思っています。今年度は、職能集会を冬に1回開

催予定です。

こんな時だからこそ、「保健師がつながり、情報を共有し、周囲と協力しながら前に進んでいけ

たら心強い」ですので、今後も皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

令和４年度は、委員長・釧路赤十字病院 齋藤千波、会計・市立釧路総合病院 白田 津絵、書

記・マタニティ・アイ 成瀬 恵の３名で活動しています。

釧路赤十字病院 齋藤千波

助産師職能委員会

今年度の活動目標は

① 職能集会を通じて情報の共有・新しい知識を持ち、助産師としての専門性を高めるケアがで

きる

② 施設間の情報・意見交換を行い、地域に根付いた母子保健活動に生かすことができる

としました。主な活動として、助産師たよりの年２回発行を通し、各施設の

会員の皆様へ委員活動の様子や、最新情報の伝達などを行います。また2020

年よりコロナのため開催できずにいた助産師職能集会を「おんぶと抱っこの

研究所」理事長の園田 正世先生を講師にお迎えして、ベビーウェアリング

の大切さを学び、情報・技術を提供するとともに育児方法を一緒に考えてい

くことを目標に、開催いたします。



看護師職能委員会

看護師職能委員会は、看護師としての知識の

向上を図ることや看護連携により看護の質向

上を目指し活動しています。

委員は、各病院や施設、訪問看護ステーショ

ンなどの看護師6名で構成され、看護師職能

集会や三職能合同集会を企画・運営しており

釧路労災病院 村元 祐子

ます。在宅療養が重視され、医療機関で働く看護師と介護・福祉関係・在宅領域で働く看護師間の連携

がより一層大切になってきています。

今年は、WEB会議システムも活用し委員会を開催しております。看護師職能集会や三職能合同集会でも

WEB研修を活用し、開催する方向で活動しています。医療現場で働く看護師は常に危機的状況あり、こ

の状況をわかりあえる看護師同士の交流はお互いの心の支えとなっているはずです。次年度は、釧路地

域の看護の連携強化に向け、研修の開催方法を検討し少しでも交流の場が持てることを願っています。

今年度推薦委員長に任命され、活動を開始しております。

推薦委員のメンバーは、星が浦病院 杉崎幸恵さん、釧路市役所福祉部介護高齢課 矢部桜さんの3名

で運営しております。

新型コロナ感染症パンデミックの中で、各々が抱える業務量の増大や感染防止対策を考慮しオンライン

会議での委員会を行っており、不足な場合はメールで調整をしております。今のところデメリットはな

いかと感じております。

支部役員会議に何度か参加させて頂いておりますが、会員の皆様の感染防止対策を考慮し、更に支部運

営を発展させようと取り組んでおられる支部役員の皆様には頭が下がります。

今後もウィズコロナの非接触が常態化する中の支部運営や、北海道看護協会の発展のため会員の皆様の

協力が不可欠です。推薦委員会より推薦を受けた方々には是非とも

承諾をして頂きたくこの場を借りてお願いいたします。

推薦委員会
釧路赤十字病院 金澤 尚子



働き続けられる職場づくり推進委員会

「働き続けられる職場づくり推進委員会」では、主に

会員及び地域への広報活動を行っています。例年、

「高校生の１日看護師体験」をおこなっていましたが、

この２年間新型コロナウイルス感染症の蔓延により実

施することができませんでした。今年度は、受け入れ

市立釧路総合病院 川野 みのり

病院の協力により、患者さま、学生の皆さまの感染対策にも考慮しつつ、実施に向け準備をすすめ

ています。看護職に興味のある高校生の皆さまに少しでも医療現場を体験して頂きたいと考えてお

ります。依然として新型コロナウイルス感染が続き、予断を許さない状況ですが、看護の現場では、

特定行為研修を受講するなど、さらなる知識・技術取得に邁進しています。地域で働く看護職の頑

張りや、支部の各委員会の活動を広く広報し、皆様のやる気に繋がる情報を発信していきたいと考

えております。

教育委員会

教育委員会の主な活動内容は研修会の企画と運営です。

新型コロナウイルス感染防止対策として、昨年度と同様に今年度もWebで研修を行います。9月10

日に支部担当研修「災害看護」、11月12日に「北海道看護協会釧路支部看護研究合同発表会」を予

定しています。

釧路労災病院 神田 みゆき

今後も感染防止対策を考えながら、会員の皆様が興味・関心を持って参加したいと思えるような、

また実践に役立つような研修を企画したいと思います。一人でも多くの方の参加をお待ちしていま

す。

9月10日：災害看護

11月12日
：北海道看護協会釧路支部

看護研究合同発表会



私は、2018年に救急看護認定看護師の資格を取得し、現在4年目となりました。認定看護師は患者・家

族によりよい看護を提供できるよう、「実践・指導・相談」という3つの柱を役割とし、看護の質向上

に努めています。私は現在、救急外来に在籍し、急病や外傷により、救急車やドクターヘリで搬送され

る患者とそのご家族への看護を行っています。救急看護は小児から老年期、基礎疾患を持つ人など様々

な患者を対象としています。また突発的な外傷や、急性疾患などにより、緊急度や重症度の高い患者に

遭遇します。そのため幅広い知識を要し、瞬時に患者の状態をアセスメントし的確な判断の下、処置を

行う必要があります。

医師をはじめコメディカルと共同しチーム医療の一員として能力を発揮できるよう日々、自己研鑽に励

んでいます。具体的な活動としては当院には自分を含め救急看護認定看護師が2名在籍しており、院内

では災害対策や急変時対応など協力しながら活動しています。院内にとどまらず、地域に視点を広げた

活動も行っています。救急隊との勉強会や症例検討会、これから看護師を目指す高校生や看護学生を対

象とした授業や講演など幅広い分野で活動しています。また、昨年度より特定行為研修を受講しクリ

ティカル分野に関連のある8区分17行為の特定行為を取得し、本年度より院内で実践しています。看護

師が特定行為を行うことに関し、単に医行為を行える看護師という認識や医師のタスクシフトという見

解を耳にすることがありますが、看護師が特定行為を行うことで、それまで医師の手が空くのを待って

いた患者へタイムリーに処置を行えるといったメリットや、時間的制約が緩和されることで看護師の

頑張るナース

救急看護認定看護師
市立釧路総合病院 泉谷 勇

スケジューリングが可能となるなどのメリットもあります。また

医学的視点と看護の視点を融合させることで、例えば、これまで

医行為として医師が処置を行った場合、処置を優先した後で行っ

ていた清潔の援助なども、同時進行で行うことができ、患者に与

える苦痛を最小限とすることが可能となります。このように特定

行為は患者にとって有益となる部分が多くあり、またそれらの方

法を患者主体に考え、今後も模索していかなければならないと私

は考えます。認定看護師としての活動、特定行為研修修了者とし

ての活動、いずれもその行為が誰のための行為であるのかを都度

自分に問いかけながら今後も活動していきたいと思います。



編集後記

編集委員

川野 みのり、高橋 祥子、田端 多良子、細木 五月、加賀谷 要

発行：北海道看護協会釧路支部

釧路の夏は例年涼しく過ごしやすいですが、今年は観測史上最高気温33.5度を経験するほ

ど暑い夏でした。9月も過ぎ、ようやく過ごしやすい気温となりましたが、みなさま体調を

崩さぬようご自愛ください。今後も働き続けられる職場づくり推進委員会では、今後もみ

なさまのご活躍を報告してまいります。

編集責任者：井上 操

担当：働き続けられる職場づくり委員会


